
日
蓮
聖
人
の
見
、
だ
3

悌

教

史

観

恵

官
向

翠、

田

開
目
秒
、
本
管
秒
、
撰
時
齢
、
報
恩
紗
等
を
中
心
ご
し
・
有
ゆ
る
組
書
に
顕
れ
た
る
所
を
綜
合
し
て
聖
人
の
傭
数
史

観
を
考
察
す
る
に
、
聖
人
の
頭
仁
は
に
し
か
に
傍
系
働
数
史
さ
正
系
悌
敦
史
ご
い
ふ
二
つ
の
史
観
が
存
し
た
こ
さ
を
肯

き
得
る
。
傍
系
偽
致
史
ご
は
非
法
華
経
中
心
の
働
数
史
で
、
今
日
行
は
れ
つ

l
め
る
三
園
偽
数
費
途
史
が
方
に
そ
れ
だ

．
 

正
系
悌
敦
史
ご
は
法
華
経
中
心
の
偽
数
史
で
、
こ
の
中
じ
も
正
ご
問
ご
が
立
つ
。
問
ご
は
光
宅
、
嘉
群
、
慈
恩
．
一
行

聖
徳
太
子
（
同
腕
vh
依
）
慈
費
、
智
証
、
安
然
、
悪
心
、
檀
那
そ
の
他
各
宗
高
借
の
扱
へ
る
法
華
経
観
の
歴
史
が
そ
れ

r0

．
 

正
ご
は
そ
の
純
粋
に
約
し
て
秤
骨
、
天
台
、
侍
致
、
日
還
の
究
第
な
る
三
園
四
師
の
法
華
僑
燈
史
が
そ
の
一
、
更
に
一

部
唯
遮
の
迩
化
天
台
侍
致
の
法
華
観
よ
り
、

一
部
唯
本
本
化
日
蓮
の
法
華
経
観
の
如
何
に
法
華
の
中
心
生
命
に
飛
躍
せ

5 

る
か
を
一
不
す
方
面
の
超
歴
史
的
な
る
本
偽
秤
曾
、
本
化
上
行
、
日
還
の
次
第
に
立
つ
法
華
侍
燈
史
が
そ
の
こ
だ
。
普
通

前
者
を
吾
組
外
相
承
の
次
第
、
后
者
を
内
相
承
の
次
第
、
前
者
を
歴
史
的
、
后
者
を
超
歴
史
的
ご
見
て
を
る
o

前
者
の



6 

外
相
承
を
更
に
敷
術
す
れ
ば
、
印
度
に
於
て
龍
樹
、
天
親
、
支
那
に
於
て
法
華
侍
諜
の
羅
什
三
識
を
加
ふ
べ
き
が
如
し

以
上
の
如
き
傍
系
偽
散
史
吉
正
系
偽
致
史
の
二
つ
の
史
観
が
頭
に
存
し
て
、
是
に
於
て
本
門
立
脚
の
法
華
経
親
、
本
化

濁
特
の
題
目
宗
の
宣
揚
さ
共
に
、
封
悌
敬
語
宗
の
横
縦
の
批
剣
Z
し
て
頴
れ
し
、
そ
れ
が
日
蓮
宗
串
ご
い
ふ
も
の
で
あ

る
。
殆
ざ
吾
組
ぜ
同
時
代
の
悌
致
問
学
者
な
る
凝
然
の
如
き
は
静
的
な
る
純
偽
数
史
家
な
る
に
封
し
て
、
五
口
事
人
は
さ
す

が
に
本
門
立
脚
の
信
に
立
つ
白
熱
の
法
華
経
行
者
な
る
だ
け
仁
、
そ
の
史
観
に
於
て
嘗
然
傍
系
ご
正
系
ご
二
つ
の
史
観

め
h
し
事
を
珠
想
せ
や
じ
は
聖
人
の
劃
諸
宗
抗
剣
の
数
義
は
解
粋
し
難
い
の
で
あ
る
o

傍
系
偽
致
史
さ
正
系
悌
数
史
の
差
異
は
、
法
華
経
に
劃
し
て
相
封
慣
値
の
見
解
に
立
っ
か
、
絶
品
剖
偵
値
の
見
解
に
立

っ
か
に
依
て
別
れ
る
。
従
て
傍
系
悌
散
史
ご
は
一
般
の
三
岡
偶
数
後
遺
史
の
謂
ひ
、

E
系
偽
教
史
さ
は
三
闘
の
法
華
侍

．，
 

燈
史
の
謂
ひ
で
あ
る
o

中
に
於
て
も
聞
の
侍
燈
史
は
法
華
に
封
し
相
封
債
値
の
見
解
に
立
つ
か
ら
、
掘
し
て
傍
系
悌
数

．
 

史
に
属
し
、
今
は
法
華
に
脅
し
絶
野
積
値
の
見
解
に
立
つ
三
国
仁
於
け
る
正
の
法
華
侍
燈
史
を
意
味
す
る
o

玉
大
部
中

心
の
姐
書
会
第
に
二
つ
の
史
観
の
材
料
は
た
し
か
に
あ
る
、
然
し
前
者
の
存
在
は
后
者
の
縛
め
の
存
在
の
み
。
事
人
の

史
観
の
中
心
は
后
者
に
存
す
る
。
然
ら
ば
聞
を
去
れ
る
異
の
正
系
悌
散
史
観
何
ぞ
や
3

そ
れ
は
偽
滅
后
の
随
分
を
以
て

大
悲
経
、
善
見
倖
等
の
指
示
に
基
き
正
像
末
の
三
時
に
別
ち
、
又
大
集
経
の
指
示
に
依
り
右
の
三
時
を
更
に
五
ケ
の
五

百
歳
に
別
も
、
法
華
経
薬
王
品
の
后
五
百
歳
康
宣
流
布
の
文
を
有
意
義
な
ら
し
む
る
見
方
の
悌
数
史
観
で
め
る
c
既
に

い
へ
る
如
く
正
系
偽
数
史
観
ご
は
法
華
経
に
封
し
絶
封
債
値
を
認
む
る
見
方
で
め
る
o

然
し
て
法
華
経
の
内
容
は
前
権



后
賞
、
問
権
額
賞
、
開
悲
願
本
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。
ご
い
ふ
こ
三
は
法
華
一
部
の
中
、
部
一
門
は
昔
法
相
封
、
本
門
は

法
本
相
封
で
め
っ
て
、
法
華
一
部
は
要
す
る
に
昔
泣
本
三
重
の
次
第
を
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
o

経
典
の
成
立
研
究
に
波
頭
す
る
史
的
研
究
の
立
場
か
ら
、
天
台
の
五
時
判
を
兎
や
角
レ
ふ
こ
ご
が
今
の
流
行
の
や
う

で
あ
る
。
然
る
に
法
華
以
外
の
諸
経
さ
法
華
経
ご
の
必
然
的
関
係
を
明
に
し
、
前
樺
后
賞
、
問
権
頴
賞
、
閲
遮
．
臨
本
ご

い
ふ
こ
さ
が
三
世
諸
備
説
法
の
通
規
な
り
さ
し
て
、
法
華
経
を
一
一
明
諸
経
ご
関
係

e

つ
け
て
所
有
経
典
の
最
後
的
結
論
の

位
地
仁
置
く
ぺ
〈
開
展
さ
れ
た
、
ゐ
の
五
時
入
数
剣
の
有
ゆ
る
数
剣
中
の
最
優
の
数
剣
ど
あ
り
、
従
て
后
世
偽
敬
史
上

に
輿
へ
た
る
影
響
も
叉
最
第
一
な
る
に
於
て
、
天
台
の
眼
識
の
非
凡
に
劃
し
て
驚
歎
す
べ
き
は
自
他
の
共
許
す
る
所
で

あ
る
c

史
的
研
究
の
立
場
の
外
に
数
躍
的
或
は
理
想
的
研
究
の
立
場
を
強
想
し
来
る
時
、
天
台
の
見
方
は
依
然
ご
し
て

一
方
の
樫
戚
で
め
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
口
吾
聖
人
の
正
系
悌
致
史
観
は
天
台
ご
全
然
立
場
を
同
う
し
て
泣
本
の
匝
別
を
究
査

せ
る
点
じ
於
て
、
天
台
よ
り
百
尺
竿
頭
に
一
歩
を
進
め
し
も
の
に
c

在
世
の
偶
数
は
要
す
る
に
昔
泣
本
の
関
係
に
過
ぎ
な
い
c

蓋
し
華
厳
、
阿
合
、
方
等
、
般
若
の
諸
経
は
、
小
乗
若
〈

は
権
大
乗
で
あ
っ
て
、
機
根
未
熟
の
矯
め
に
且
く
潟
貫
施
擢
せ
し
に
過
ぎ
晶
、
巳
に
四
球
三
敬
を
聞
出
し
て
彼
等
を
誘

披
閲
導
し
て
今
正
に
法
華
の
異
質
を
開
示
す
べ
き
時
至

h
、
前
の
錦
貫
施
権
を
牧
め
て
問
権
額
賢
し
水
ゆ
る
、
ぞ
れ
が
賢

7 

相
論
、
悌
性
論
を
開
示
せ
る
法
華
経
控
門
の
所
説
で
あ
る
o
故
に
謹
門
は
方
に
昔
迩
相
勤
さ
い
ふ
ぺ
き
に
。
更
に
本
門

は
傭
陀
の
本
地
を
説
き
、
今
番
の
稗
迦
は
勿
論
、
有
ゆ
る
悌
々
例
へ
は
禰
陀
、
薬
師
、
大
目
、
大
仰
等
、
要
す
る
に
毒
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．
．
 

量
本
悌
の
本
に
劃
す
れ
ば
霊
法
の
み
さ
喝
破
し
た
む
即
も
本
門
の
開
悲
願
本
は
方
に
控
本
相
針
ご
い
ふ
べ
き

rD
か
や

う
に
見
て
来
る
さ
、
在
世
の
偽
敬
一
代
五
十
年
の
所
説
、
要
す
る
に
昔
迩
本
三
重
の
次
第
の
み
。
然
し
て
こ
の
三
重
の

次
第
そ
れ
が
法
事
泣
本
二
大
数
義
の
骨
旨
を
錯
す
c

然
り
而
し
て
減
后
三
時
の
悌
数
史
、
亦
買
に
昔
逃
本
三
重
の
次
第

に
す
ぎ
m
H
J
」
見
る
、
そ
れ
が
吾
華
人
の
正
系
傭
散
史
観
ご
い
ふ
も
の

r。

悌
数
さ
は
大
集
経
に
依
る
に
、
第
一
の
五
百
歳
を
解
脱
堅
固
（
時
）
の
時
、
第
二
の
五
百
歳
を
蹄
定
堅
固

．
 

の
時
ご
し
て
、
共
に
昔
の
小
乗
権
大
乗
流
布
の
時
吉
見
る
の
で
あ
る
。
印
度
に
於
て
は
小
乗
二
十
部
の
分
裂
、
乃
至
ム
ハ

蓋
し
正
法

百
年
の
馬
鳴
、
七
百
年
の
龍
樹
、
九
百
年
の
世
親
無
著
の
時
代
よ
り
那
欄
陀
殺
事
の
時
代
が
正
し
く
そ
れ
に
つ
次
に
像

法
悌
数
ご
は
第
三
の
五
百
歳
を
多
聞
堅
固
の
時
ご
し
、
支
那
に
入
て
六
朝
時
の
惇
誇
悌
敬
よ
り
、
光
宅
等
を
中
心
さ
せ

る
両
三
北
七
の
諸
仮
を
経
て
、
そ
の
中
心
を
陳
陪
二
朝
の
天
台
大
師
ざ
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
悲
門
に
立
つ
一
一
部
唯
泣

．
 

の
法
華
観
を
迩
ご
名
づ
け
る
。
日
疋
れ
恋
の
教
義
ご
し
て
滅
后
に
頴
れ
し
第
一
次
で
あ
る
。
支
那
の
偽
敬
史
は
要
す
る
に

天
台
中
心
の
悌
数
経
典
侍
諜
若
く
は
悌
数
々
剣
の
歴
史
に
外
な
ら
ぬ
。
支
那
の
偽
数
史
か
ら
天
台
大
師
を
取
り
き
る
事

は
、
日
本
の
悌
致
史
か
ら
叡
山
悌
数
を
取
り
除
い
た
や
う
な
も
の
だ
。
天
台
大
師
中
心
の
羅
什
、
玄
枇
粋
で
あ
り
、
賢
首
、

嘉
群
、
慈
思
、
三
三
臓
、
達
磨
、
善
導
、
道
宣
等
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
同
じ
く
像
法
に
し
て
、
第
四
の
五
百
蔵

を
多
港
塔
寺
堅
固
の
時
ご
す
る
。
そ
の
中
心
を
平
安
朝
境
頭
の
侍
敬
大
師
ご
な
す
。
侍
致
の
悌
敬
を
以
て
園
、
密
、
躍
、

戒
の
四
宗
相
惇
ご
い
ふ
が
、
密
蹄
の
二
は
后
の
附
曾
多
き
に
を
り
、
そ
の
重
要
著
書
か
ら
見
て
、
そ
の
要
部
を
ば
圏
、



戒
の
二
ざ
す
べ
き
で
あ
る
口
国
ご
は
天
台
さ
同
じ
く
主
さ
し
て
一
部
唯
涯
の
法
撃
の
謂
ひ
、
戒
ご
は
天
台
の
周
定
園
慧

を
弘
め
し
に
封
し
・
法
華
の
中
心
数
義
に
蛇
網
艇
の
十
重
禁
戒
を
加
味
せ
る
正
依
法
華
傍
依
党
網
の
国
頓
戒
に
外
な
ら

ぬ
口
か
〈
天
台
以
上
に
園
戒
を
接
揮
せ
し
も
、
そ
の
数
理
は
依
然
ご
し
て
迩
を
出
で
ぬ
。
然
し
て
そ
の
日
蓮
華
人
出
現

以
前
日
本
的
数
史
上
中
心
の
位
地
に
め
る
こ
ご
は
、
支
那
悌
数
史
上
の
天
台
の
位
地
に
麗
ら
ぬ
。
聖
徳
太
子
が
日
本
偽

数
の
母
に
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
侍
数
の
法
華
中
心
に
立
つ
は
一
冗
よ
り
太
子
さ
共
鳴
す
る
所
な
る
べ
く
、
そ
の
大

き
さ
に
於
て
、
太
子
以
后
の
第
一
人
な
る
べ
〈
、
奈
良
の
六
宗
も
、
弘
法
の
異
言
も
要
す
る
に
そ
の
前
編
さ
后
殿
じ
す

ぎ
な
レ
。
叡
山
偽
敬
か
ら
畳
、
証
、
然
、
恵
、
檀
二
流
を
出
し
、
良
忍
、
窓
・
品
を
出
し
、
法
然
、
柴
西
、
道
一
充
、
親
一
時

日
連
を
出
せ
る
に
見
る
、
日
本
悌
散
の
搭
箪
そ
れ
が
叡
缶
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
そ
の
源
頭
に
立
つ
が
買
に
侍
教
に

ぞ
の
偉
大
以
て
諒
す
べ
き
で
は
な
い
か
D

究
に
末
法
悌
数
ご
は
第
五
の
五
百
議
を
以
て
闘
諦
堅
回
、
白
法
隠
波
の
時
三
す
る
末
世
の
悌
致
を
い
ふ
。
蓋
し
大
集

経
の
意
は
、
小
乗
、
権
大
乗
の
隠
設
営
執
附
言
せ
し
の
み
。
法
華
経
薬
王
品
に
は
后
五
百
歳
康
宣
流
布
ご
め
る
c
是
れ
正

し
く
五
日
日
蓮
華
人
の
流
布
す
べ
き
一
部
唯
本
の
法
華
経
題
目
宗
の
流
布
に
就
て
偽
陀
の
換
言
せ
し
も
の
、
諌
焼
八
幡
紗

の
日
は
束
よ
り
出
て
西
を
照
す
、
日
本
の
働
法
の
月
氏
へ
か
へ
る
べ
き
瑞
相
ご
い
ひ
、
取
要
紗
の
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法

9 

ご
い
ふ
、
方
に
此
謂
の
み
。
天
台
の
后
五
百
歳
速
約
妙
道
ご
い
ひ
、
剤
渓
の
末
法
の
初
め
冥
利
無
き
に
非
令
子
」
い
ひ
、
侍

数
の
末
法
甚
六
近
さ
に
あ
り
等
は
、
停
敷
の
は
本
化
を
預
言
せ
し
ご
見
る
ぺ
〈
、
天
台
剤
m
m
は
共
に
法
華
経
流
布
を
通
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漫
に
腸
べ
て
を
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
中
に
本
化
の
塾
教
を
合
む
わ
け
で
め
る
o
吾
日
蓮
華
人
が
末
法
に
入
て
一
百

七
十
二
年
に
し
て
出
世
せ
ら
れ
し
使
命
は
、
述
門
に
立
脚
す
る
天
台
侍
数
に
依
て
最
高
の
数
理
た
る
を
証
せ
ら
れ
し
法

華
観
よ
り
進
一
歩
、
本
門
悌
陀
論
を
高
く
か

l
げ
て
こ
の
本
悌
じ
遁
仰
の
有
ゆ
る
悌
々
を
統
一

i

せ
し
め
た
る
本
偽
稗
偉

を
か

l
げ
て
、
こ
れ
に
絶
封
帰
命
を
さ

l
げ
る
信
心
の
究
覧
に
依
て
、
自
己
完
成
を
期
す
こ
ご
即
も
観
成
を
帰
来
せ
し

わ
れ

め
得
る
理
想
を
題
目
五
字
じ
打
こ
め
し
が
本
門
の
題
目
、
絶
封
の
本
備
に
浸
頭
す
る
ニ
さ
に
依
て
、
や
が
て
我
が
本
悌

体
内
に
揖
取
せ
ら
れ
て
自
我
完
成
に
ま
で
進
み
／
＼
て
、
そ
の
絶
頂
を
極
め
し
時
、
本
悌
及
本
備
縁
起
の
本
曾
が
そ
の

ま
l
自
我
及
自
我
開
展
の
本
曾
ご
な
る
べ
く
・
そ
の
理
想
の
表
現
、
そ
れ
が
十
界
大
長
茶
羅
な
る
本
門
の
本
曾
な
る
こ

－
 

さ
を
説
き
し
が
、
事
一
念
三
千
槻
信
即
観
の
義
で
め
る
o
是
が
即
も
天
台
侍
数
の
悲
の
数
義
に
抱
到
し
て
、
五
日
華
人
の
を

．
 

本
の
数
義
ご
す
る
所
以
で
あ
る
o

事
費
吾
聖
人
の
法
華
本
門
立
脚
題
目
宗
の
信
即
観
の
数
義
に
於
て
法
然
、
親
鷺
、
柴

西
、
道
元
等
の
着
服
せ
し
端
的
の
数
旨
、
絶
劃
信
心
の
数
義
が
壷
〈
網
羅
さ
れ
る
の
で
め
る
o

．

．

．

 

是
の
如
〈
三
闘
の
悌
数
稜
蓮
史
に
於
て
、

E
法
の
中
心
を
昔
像
法
の
中
心
を
透
、
末
法
の
中
心
を
本
ご
な
す
・
昔
悲

本
三
重
次
第
の
悌
数
史
こ
そ
、
買
に
三
岡
偽
致
史
の
根
幹
を
な
す
正
系
悌
敬
史
ご
見
る
o
そ
れ
が
吾
事
人
の
偽
散
史
観

の
中
心
で
あ
る
o

そ
の
他
の
鑓
遷
史
は
要
す
る
に
こ
の
正
系
史
の
外
延
を
な
す
傍
系
史
に
す
ぎ
な
い
。
か
や
う
に
吾
事

人
の
悌
敬
史
観
に
は
た
し
か
じ
傍
系
史
ご
正
系
史
の
二
つ
の
史
観
の
保
存
す
る
こ
ま
は
叉
疑
な
い
1
0

見
来
れ
ば
日
蓮
宗

率
の
底
議
の
博
き
は
悌
数
各
宗
第
一
に
位
す
る
。
何
ご
な
れ
ば
昔
泣
本
の
三
重
次
第
に
於
て
、
五
口
墓
人
は
三
園
悌
致
史
上



最
后
的
結
論
を
奥
ふ
べ
き
大
自
信
を
以
て
臨
ま
れ
に
か
ら
で
め
る
口
従
て
昔
越
本
三
重
の
次
第
を
三
闘
の
偽
敬
史
上
に

宣
明
す
る
は
勿
論
、
ぞ
の
外
延
の
悌
敢
史
ご
し
て
の
傍
系
偽
敢
史
に
も
審
か
な
ら

5
れ
ば
、
蓋
し
中
心
偽
数
ご
し
て
の

正
系
を
知
る
に
由
な
い
。
叉
三
重
の
次
第
は
縦
の
問
題
の
み
で
な
く
、
横
に
も
三
重
批
剣
で
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
い
l

ふ
こ
ご
は
控
本
相
調
に
於
て
台
営
の
匹
別
を
、
特
に
迩
化
ご
本
化
の
使
命
を
明
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
内
容
的
に

は
彼
の
観
心
宗
に
劃
し
て
、
我
の
以
信
代
慧
宗
、
信
即
観
宗
た
る
こ
ご
を
明
に
す
ぺ
き
だ
。
更
に
昔
泣
相
劃
、
昔
法
本

相
劃
に
於
て
、
完
全
仁
縦
横
に
諸
宗
を
批
剣
す
ぺ
き
で
め
る
。
四
ケ
格
言
の
絶
封
折
伏
主
義
も
こ
の
義
迭
に
属
す
る
。

要
す
る
に
縦
に
約
し
て
も
、
横
に
約
し
て
も
三
重
の
次
第
で
ゆ
く
、
そ
れ
が
法
華
経
そ
の
も
の

r、
か
〈
て
日
蓮
宗
皐

の
劃
象
は
封
他
的
仁
は
悌
数
諸
家
事
ご
い
ふ
こ
ご
に
な
る
o
以
て
底
遁
の
如
何
に
最
虞
な
る
か
を
了
す
べ
き
で
め
る
o

以
上
日
蓮
華
人
の
三
岡
悌
数
史
に
劃
す
る
二
つ
の
史
観
の
概
説
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
o

維
時
昭
和
三
年
九
月
二
日
、
組
山
に
て
、
法
の
み
庭
に
漂
ふ
木
犀
の

香
を
か
ぎ
つ

l
稿
了
。

11 


